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村上春樹「青が消える（Losing Blue）」の文体






























　村上春樹の「青が消える（Losing Blue）」は、文字数にして約 4200 文字の短編小説である。




































































































































































































































































































































































































































































































































ろう。そういうかけがえのない過去の時代があればこそ、「1 9 9 9 年の大晦日の夜」、「新しい
ミレニアムを迎える記念すべき夜」であるのに、「家に残ってひとりでシャツにアイロンをか
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による、以下同様。
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